
④ 地域での支援をつなぐためのツール

 平生氏の発表：サポートファイル
 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

 今後の方針：プラスを増やして，マイナスを減らす

 （情報の伝達：役立つというプラス要因）

 （情報の伝達：知らないというマイナス要因）

→「(保護者)コピーを求めてよいと知らなかった」

 （無理解的な対応：マイナス要因）

→「趣旨を理解してもらえていない」

 その他：教員の負担，書きやすい書式の検討

 ★ サポートファイルにより教育が向上したか？ ★



⑤ 地域での支援をつなぐ人

 サポートファイルの活用促進

 行政 記入管理：

 → 保護者・支援者ともに理解のボトムアップ

 → 活用事例の蓄積

 保護者記入管理：

 → 作成講座・応援

 → 定期的な促しの設定





兵庫県の動き

 兵庫県発達障害支援協議会

 兵庫県ひきこもり対策検討委員会

 → 兵庫県ひきこもり総合支援センター

（県精神保健福祉センター内）

ひきこもり電話相談（078-262-8050）

 兵庫県強度行動障害支援地域生活支援事業

集中支援実施協議会





★ 本人の生き方（自己実現）の
選択を支援する

----------------------------------

● ひきこもり状態を認める
● ニーズのある人への寄り添い

● 自己実現に向けた選択の拡大
→ 安心できる人の拡大
→ 安心できる場所の拡大
→ やってみたい活動の拡大

（働くことも含めて）

● リスクのあるケースには，関
係機関との連携の上，適切に対処
する（※ 誰かが抱え込みすぎな
いことが重要）



中学校・高等学校等からのつなぎ

 中学校 ：不登校 → その後未定

 → 教育・福祉・医療等とのつながりの保持

 高等学校：不登校，中退 → その後未定

 → 教育・福祉・医療等とのつながりの保持

 職業人 ：離職 → その後・・・

 → 労働・福祉・医療等とのつながりの保持
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ひきこもり状態にある人とその家族への支援

 ① 本人とのつながりの模索

 ② その家族の支援へつなぐ

 窓口の設置：one stop

 相談につながった後のフォロー：居場所

 CRAFT（Community Reinforcement and Family Training）

 ※ 家族向けの支援講座のようなもの



支援をつなぐためには

 ①「顔」の見える連携へ

 保健・福祉・労働・医療等との会える場づくり

 誰に聞けば教えてもらえるか

 ②「縦」と「横」の意識を高める

 その後，彼・彼女はどうなったのか？

 生涯を見据えるためには，そのような機会を

 ③ 何かあれば，また相談・連絡してください

 本人・保護者の人とのつながり


